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３『記事トレ』紹介
本校では、IT専門力に加え社会人基礎力の向

上のため『記事トレ』を実施しています。新聞
を読み、要約とIT技術者としての感想を書くト
レーニングを通して読み解く力を育成します。

情報セキュリティーコース
２年の根本晃希（常磐大高
卒）さんは、卒業後に関東職
業能力開発大学校に進学しま
す。本校での学びに加え、IoT
技術を視野に、ハードウェア
とソフトウェアの融合技術の
研究をしたいと考えています。

この日は、７セグLEDによ
る電子サイコロ回路をブレッ
ドボードで組み上げ、動作を
確認していました。

根本さんは「これまでのプ
ログラミングや電子回路の知
識を活かし、実践力を高めて
いきたい」と笑顔で意欲をみ
なぎらせていました。

モノのIT化等を学ぶ情報システム
コースの１年生は、ロボットのプロ
グラム制御に熱心に取り組んでいま
した。感想は次の通りです。

１ 楽しい授業が学び深める！

２ これまでの学びを実践力に

ロボットの調整をする学生

＜記事トレ＞読売新聞 (2025年2月7日)

『知のインフラ』守ろう

●野村未結さん（水戸二高卒）
◇要約：近年、書店の数が急速に減ってい
る。書店は図書館と比べて旬の本を並べ、
時代の空気を教えてくれる。ネットより一
覧性に優れ検索ではたどり着かない本との
偶然の出会いを提供できる。

キャッシュレス決済での手数料軽減や図
書館との連携などを複合的に取り入れ、息
の長い取り組みにすることが必要だ。
◇感想：最近は、スマホのアプリで漫画を
読んだり、小説を読んだり、オーディオ再
生したりと紙を使うことがなくなってきて
いる。ネットで十分と考えれば興味の幅が
狭くなる。また、大人になった時に話が分
からなくなることも心配である。

●村澤伸哉さん（勝田工高卒）
◇感想：資格試験取得の勉強のための参考
書を買いに時々本屋に行くが、手に取って
触れることができ、ネットにない楽しさが
ある。書店には不特定多数の本があり、他
の分野にも興味を持つかもしれないので、
書店を残していくことが重要だと思った。

●土肥綺音さん（中央高卒）
◇感想：書店は本との出会いを生む大切な
場であるが、店舗数が減っている。政府の
支援策は斬新だが、継続的な取組みが必要
だ。本を買う文化を守るため、私たちも書
店を積極的に利用していく意識を持つべき
だと感じた。書店が残ることで、多様な価
値観や知識に触れられる社会を維持したい。

●永井海羽さん（日立商高卒）
◇感想：私は、本を買うときは書店に行く
ことが多いが、最近は書店に行くのが面倒
になる。また、本棚を増やさずに済むので、
ネットでの購入が増えた。だが、紙の本で
読むのも好きなので書店がなくならないよ
うに、なるべく書店で買うようにしたい。

●高橋諒さん（勝田工高卒）
◇感想：本が好きでよく買うが、書店が減
っている。利便性を考えると電子書籍の方
がいいと思う。紙の本は質感や
匂いなどが良い。勉強用の書籍
だと復習に良いと思う。 ITから

創造した未
来へ

笑顔で回路を説明する根本晃希さんブレッドボードに組み上げた回路

〇村澤伸哉（勝田工高卒）さん
「制御プログラムは、独特の見方

・考え方が必要だと感じた」
〇富永誠也（太田一高卒）さん
「ロボットは、プログラム通りに

動かない。現場合わせが大切」
〇飛田美優（勝田工高卒）さん
「プログラムを調整し、きついカ

ーブでも走りました」
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